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ぉ
拉

0̂
‘
. 

:
'
.何
れ
に
.せ
、ょ
明
取〕

'微

年
1

0
月
に
^

. 

' 

:

 

五

西

(

五
_六
四〕

,

中

、
む

之

す

る

自

®

黨
結
成
運
動
に
は
彼
も
積
極
的
に
參
劃
し
た
。
す
な
わ 

:

#

!

;

&月
；ー
法'0
忆
ば
漱
橋
の
八
節

?
/
.
■

:

翌

肀
'/
V

H

ぬ

ぼ

.

最
初
の
h自
m
黨

結

成

籠

會#
弗
坐
村
樓
：に

變

、
"
. 

は

、馬
場
は
副
議—

營
選
屯
た':
°
-
_長
1

後
|

|

^

1が
選
ぱ
れ
た
办
：で

：
 

::
"

.
«慕

-#
^
加
あ
纖
の
成
立
が
完
了
す
冬
_
で
'
彼
陳
事
實.
1
4の

震

と

：
 

し
て
邦
走
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
ニ
九
日
に
は
總
现
板
垣
退
助
、
識

_

:

へ
'
、

鳴常議員馬場零

'

:
■

重
恭
、ち̂

^

為
^
^
^
^

へ：：：：ろ
馨
林
包
明;.
'

太

渥
#

(：

山
際
张
裙
’
秫
-1
£

阴
、̂

馨

-
の
澂
擧
を
'
:
. 

行
っ
て
、

こ
、
に
そ
め
結
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

 

'
■
:

:
,:

:

1
:'
:
-_

か
よ
;5
.抝
^

て

.

.平
末
か
ら
一
五
年
の
初
に
か
け
て
熱
海
に
休
*

に
赴
き
、̂

^
坂
ロ
慶
に
. 

-;

滯

蕾

に

腰

痛

を
_

、
：'1

月
'-
-

八
日
横
濱
に
歸
ケ
.て
暫
ら
く
休
養
生
活 

に
日
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
かっ
た
。
末
廣
か
ら
^
野
新
聞
へ
客
員
と
し
でノ
 

入
社
す
石
よ
う
に
す
、
め
ら
れ
て
こ
れ
を
承
詰
し
た
と
き
も
、
ま
だ
野
毛 

っ
ゐ
：3

の
汁
全
震
に
い
.戈
。
©

月
-*

西
日
東
京
大
震
院
に
移
り
五2

 

•:
,0

屋

じ

た

。
ド
そ
れ
故
钇
ノ
自
田
鱉
員
も
し
て
も
國
友
會
員
と

^

で
も
思
.

う
よ
う
に
活
励
出
來
な
か
っ
た。

，

’

.

'

‘ 

：
：

;':
'
'
'
.
:'
'
.
'し
が
し
：
と
，
9

期

間

に
-'
-
%自
茁
參
立
薦
の
際
か
ら
計
畫-1
,
た
自
©

新

.

.

聞
發
行
の
準
備
は
着'.々
^
ず
\
.め
'ら
，れ
て
い
た0 

.
明

治

一

五

屯

六

方

ー

〇

..

日
東
道
で
開
か.れ
.た
自
'曲
黨
の
饊
時
會
ゆ
谷
地
委
員
九
十
名
が
參
集
し
た
：

'■
'
.
:

P

犬
な
も
の
で
あ
っ
た
？
馮
場
は
.そ
の
議
長
に
高
點
で
選
擧
ざ
れ
た
が
、

.

: 

被
は
穴
月
ニ'_五
日
か
ら
黻
邗
さ
れ
る
自
由
新
聞
の
準
備
で
忙
が
'し
ぃ
か
ら

.

と
い
っ
て
そ
の
法
を
辭
し
て
い
る
。：
次
點
の
末
廣
重
恭
も
病
後
の
故
を
以 

V

就
任
せ
ず
、.
.結

辱
'
片
岡
健
出
口
に
お
鉢
が
麵
っ
た
の
セ
あ
る
。
;:
.

‘
':
;
自
_

新
聞
は
;'

明
治
|

五
年
六
月i.

一
五
日
か
ら
創
刊
さ
れ
だ
。
と
の
新
く
' 

パ
：聞
は
、.：■初

め

棄

霧

儀C
)

株
の
金
額
芄
圓>
の
豫
定
で
發
足
し
た
。' 

.
第

，.一
號
の
.署
筘
を
见
る
と
社
長
板
垣
退
助
、
.
主
幹
島
本
仲
道
、
；
假
？

1

輯
長 

犬
井
通
明
、
印
刷
畏
西
村
玄
道
、：
社
員
馬
場
辰
猪
、
由
电
耕
造
、
客
員
末 

:
.

廣
重
恭
、.田

ロ

卯

吉

、
ノ

社

主

大

石

正

0,

と

な.：
っ

て

い

る

。
.
"
ま

亡

良

珀

黨

史
 

'

に
ょ
っ
：て
社
內-.
0
.事
務
分
擔
を
調
べ
る
と
ハ
社
說
掛
板
垣
退
助
、
.
続
場
辰 

/

^.

中
江
篤
介
’

田
中
耕
造
ヽ
田
ぱ
卯
吉
ユ
末
廣
重
恭
^

社
說
材
料
掛
植
； 

:

木
枝
#

..
:
'調

爵

の

外

報

調

佐

伯

剛

芊

，、

'授
書
諷
西
河
適
徹
ご
演
說
調
栗
原
'、

.亮
ニ
、
雜
報
樹'0
內
諸
官
省
雜
懇
虽
某
、'相
場
並
小
'說

徵
-^

百
衞
、
寧
 

:

倚
富
要
、.
馨

並

雜

報

野

崎̂

文
、
#

計
係
ハ
分
重-®
.
西

養

道
'.:

島

屋

' 
•'
と

な

：つ
.て

い

る

 
0
V :

■

'
,
•
•. 
. 

. 

. 

.
:

'
-
v
 

'■:

こ
の
自
出
新
聞_
の
：發
行
に
當
っ
て
、
：
板
垣
は
馬
場
を
主
，筆
に
す
石
っ
も
彳 

:

り
で
ぺ
馨
ぃ
の
間
に
了
解
が
づ
いX --
V
た

。

.
と

こ
ろ
が
、
末̂

が
自
^

^

.
パ
主
筆
に
な
り
だ
い
と
考
え
^-
板
垣
に
ば
鴻
場
は
博
識
で
あ
る
け
れ

‘ど
も
、
.

.

;

_
:.
和
漢
办
學
に
は
不
充
分
で
且
日
本
文
：に
も
難
點
'が.
あ
る
が
ら.
他

：に
適
當
な
"

:

.:

A
を
主
筆
^

し
た
方
が
ょ
い
と
ま
い
、
馬
場
に
對
し

y

比
夕
板
垣
は
末
廣 

を
主
筮
に
す
る
奮k

が
あ
る
ょ
う
だ
が
、
評
は
.ど
う
考
え
る
か
と
い
う
風 

に
話
し
た
パ
之
に
對
し
馬
場
は
、
人
物さ
、え
當
么
得
れ
ば
敢
え
て
誰
彼
を 

，問
わ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
板
扭
の
話
と
し
て
は
ぉ
か
し
い
、

_板
垣
は
强
っ 

て
自
分(

馬
場
：}
に
主
筆
を
と
云
っ
て
い
た
の
に
と
答
え
た
と
沄
う
の
’で.

,
馬
場
辰
猎
小
傳(

下)

:.
:あ
か
。.
C,
れ
ほ
自
田
黨
史
の
記
す
る
と
こ
ち
で
あ
る
が
、
.
此
點
に
つ
い
て 

.

泉

氏

が

、
，
そ

む

末

廣

鐵

腸

，硏

究

.

の
中
で
、
末
廣
は
當
時
、
.東
京
の
四

. 

-
大

新

聞

と

、い
.

わ
：•れ

，て
.

美
-績
も
ょ
い
朝
野
新
聞
の
、王
筆
で
あ
り
、
し
か
も
そ 

一
ひ_
聞
呔
永
ぐ
自
分
が:%
り
.立
て
\
き
た
も
.の
で
'あ
る
。
何
を
游
ん
で、.

;

湔
途
.不
明
の
顧
し̂
;

新
聞
：の_主
筆
を
菌
も
ぅ
、
末
廣
が
も
し
左
襪
な
陰
險 

:■
.な
運
1&

を
じ
た
と
：し
允
な
ら
ば
、
、國
友
會
め
ト
リ
オ
七
し
て
、
獨
立
黨
の

■ 

.

，
同
志
と
.し
で
の
賴
別-な
：親
愛
關
係
が
續
き
得.な
か
つ
た
で
あ
ろ
ぅ
と
述
べ',' 

:

■て
、
自
由
ま
史
の
叙
述
を
否
宠
さ
れ
て
い
る
。
私
も
柳
田
敎
授
の
遞
解
の 

',

方
が
正
し
.い
と
思
ぅ
。
實
際
、
自
芘m
史
の
馬
場
、
未
廣.に

關

す

る

，
記

述
 

^

は首肯乙得ない點が多い。
'
:
-,

.

、

..
:

t

が
し
、
；
：旣
に
述.ベ
：た
眞
邊
戒
作
一
.
件p

馬
場
ば
板
垣
に
黯
し
て
全
幅 

■.
.
.
的
に
信
賴1
得
众
か
つ
ゼ.
で〉

あ
ろ
ぅ
.こと

は

、
想
像
さ
れ
る

と

こ
ろ
で
あ 

.

る
。.
そ
し
て
黨
勢
擴
張^ /
針
に
鲂
て
も
、
板

垣

は「

寧
制
政
府
の
卞
に
政
ん 

、
.黨
を_

せ
ん
：
と

欲

オ

る
:%
の
は.
勢
必
中
央
集
權
め.
筆

法

を

用

い

.て

各

社 

:.

の
勢
力
を
ニ
所
に
_

め
、
.
以

て

恰

固

形

體

と

爲

'し
て
政
府
に
對
す
る
非
れ 

.'
ば
黨
勢.
微
弱
な
る
を
觅
れ
ず̂

と
な
1
、
馬
場
、
大
石
等
は「

寧
ろ
米
國 

.

.:
-
.
聯
邦
め
體
载
に
則
り
、
：谷
社
を
以
て
各
州
に
擬
1 .
、
#

隨
意
に
運
動
せ1.

. 

.

め
て
比
戴
勢
を
張
る
に
如
か̂」

と
し
だpyc®

時
の
絕
對
主
義
政
麻
に
對 

パ
抗
す
を
勢
カ
た
ら
ん
む
_
る
爲
め.
悴
は
板
垣.
の
：、壬

張

は

首

肯

さ

れ

る

で

あ

-ろ 

■'
.
.
:

■
■ぅ
が

、,'
'馬
場

の

生

張

：
の
：中

に

合

衆

國

共

和

制

を

.
謳
歌
す
る
或
る4

の
が
あ 

つ
た
め
で
は
な
い
か
。

.

' 

• 

次
め
そ
し
て
決
矩
的
为
板
垣
卜
の
衝
突
は
、
板
垣
洋
行
問
題
で
あ
る
。

,ノ.
:
.
.•;-
-
そ
^̂
 ̂

、
一
' |
>
五
31
:.
.
.'-
:
,
.

(

其
六
洱〉

バ
.
.
■■



,

,

彐
田
學
會
雜
誌
，
笫

四

十

进
卷
笫
八
號

:ご
'£
0

遭

は

故

法
.®

傅
^

^

竹
猛
氏
ギ「

駿

史

办
-,
:

衞

歷
.垣
浄
抒
'
;-
;.
..

問
題」

(
季
刊
，

「

明
治
文
化
硏
究」

第
二
輯
、’
昭
和
九
^

五
月
一一

日)

に 

於
て
詳
細
に
解
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
' 

こ
\

で
は
あ
支
り
觸.れ
な
い
。

' 

當
時
の
政
府
权
、
國
會
開
設
か
遂
に
避
く
べ
か
ら
ざ
る
を
知
つ
て
、
明 

，)

治
.：1
&
年『

〇
月】

'
1
10'
-

、
：明
治
5

ー
年
：裏

て

詔
勒
を
下
し
、
憲
法
制
度
調
赉
の
た
め
伊
藤
博
文
を
歐
米
に
派
遣
し
だ
。

• 

.

.伊
谶
は
明
治
；

I

一
 I

一
月1
ー
.1

出

發

し

た

の

で

尨

名

水

、
：
ぞ

の

，
前

の

&:

る

」

::
:
: 

:

日
、，捩

垣

抆

訪

ね

ヤ

歐

！

學
の
希
望
を
谀
W

た
-0
杏

j

で
、
.
敗
- '.

..
ハ 

:
_
'藤
淑
、'
板
揖
が
^

^

巴
の
視
察
に'ょ

つ

て

從

來

の

自

由

民

權

思

想

か

：ら

轉

.
/
: 

向
で
も
す
れ
ば̂

^

に
と
つ
：て
も
好
都
脅
で̂
る
と
の
.希

望
■
%手

傳

つ

、 

て
：、
ひ
ぞ
か
虼
扳
垣
の
痒
行
費&
ど
^

つ
い
.て

讓
^

そ
の
歐
洲
へ
出
ハ
：：
 

發
す
る
に
際
し
：ズ
は
、
で
の
問
題
を
井
土
饜
に
托
L:

た
。
そ
こ
で
井
よ
は
_、
，へ
 

■,■
■

{
1
^

涕

や

後

奮1:1

郞
と
：い
：ろ

暗

中

飛

雛.を
.しV

、：

彼
等
の
.瞥
用
：•■
■
■丨
：
 

I

を
口
弃
か
■ら

出

さ

せ

备

垣

、後
藤
兩
备
と
隨#.
者
と
：レ
て
粟S

、
今.. 
一.
:.
:
.

村
和
郞
を
凿
行
さ：

せ

る

ど

，ど

ぬ

し

た

後

觀

伊

齋

や

井

上

の

意

.

.

.

.
も
金.
の
出
處
^

^
痛
承
知
の
土
で
板
垣.、を
つ.
れ
出
1 ;
た
；
の

で

ぁ

る

が

、
板.

垣
は
そ
ん̂

」

と
：-_
.

「

.切
を
知
权
な
い
で
洋
行
し
た
の
で
ぁ
を

5:
:
<
^
_
か
ら
、

.

, 

;

.、
馨

筋

々

は

明

散

；

i.

五

年

の

：
三
、
：
0

月

頃

办

：ら

、
.

籀
.め

尤

歡

に

を

の

問

：
：：

:
題
令
劃
策
し

p

い
'た
於
V
V自
©'
■
黨
內
で
置
と
汝
つ
た
の.は

、
：
；
同

乘

の

セ

.

.
: 

月
、-/
'後
藤
が
ら
具
體
的
な
話
が
出
て
板
垣
亦
承
知
し
て

.が

ら

.で

お

ふ

:-
°
'
:
デ
 

り

そ

こ

：
で

' 
馬
場
，
大

末

廣
'
爸
れ
に
田㈡
抓
吉
ぁ
紅
が
が”
ま

烈

ぐ• 

に
反
對
し
た
。
そ
め
理
m
は
、，
第
一
に
、c
n
m黨
は
や
つ
と
成
立
し
だ
ば
.

.
'か

：丨
へ 

5
:
:ぺ.
'
:;.
.
'
.
:
'
;-
'

:.

-• 

. 

.1 
-.X
 

■••
•
•
.

 

+•' 

.V. 

»• 

•
.
. .
.... 

.

.

.

.

.

か
り
で
、
こ
れ
か
ら
益
々
，黨
勢
擴
張

'に
努
力
.せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
.に
總
禅 

が
洋
行
す
る
の
は
そ
の
時
機
で
な
い
。
も
し
、
た
づ
て
餺
と
し
亡
憲
法
制 

度
取
調
に
人
を
外
國
に
派
遣
す
る
の
必
要
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
他
に
そ
の 

人
が
な
い
と
は
い
わ
れ
ぬ
。
第
二
に
は
、
費
用
の
出
所
が
不
明
確
で
あ
る
、 

と
い
ぅ
こ
と.■に
.あ
つ
.た
。
，
 

丨

,

.

•，
板
垣
は
、
こ
の
反
對
に
對
じ
て
、
政
府
の
伊
藤
が
憲
法
取
調
べ
に
洋
抒
. 

.
:し
.た
以
上
:>
,
民

權

派

の

頭

首

と

む

て

自

分

も

，
ー

度

外

國

を

酸

っ

て

實

際

を 

知
っ
て
お
き
た
い
、
そ
れ
に
は
，！
膘
自
m

黨
も
體
容
を
整
え
役
員
％
そ
れ 

、
ぞ

，れ

人

を

得

て

:-
>
へ
黛
務
：の.遂
行
に
茭
障
の
な
い
今
が
齡
好
の
機
で
あ
る
。

. 

費
用
に
つ
:^
て
と
.か
く
の_
が
.'^
^
の
な
ら
、：外
か
.ら
都
合
す
れ
ば
ょ
い. 

と
考
え
；て
、
遂
に
祥
行
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
0
.

•■
:

へ：

弟

一 

'の
問
輝
に
っ
い
ヤ
は
、'馬
場
は
板
菡
が
蒙
し.て

も

憲

法

を

.
と

り 

:
調
べ
^'〕

'>
1
'は
.出
來
ま
い
、.
も
し
そ
の
必
要
が
あ
れ
ば:|
1

分
が
行
っ
て
も 

,

ょ
い
：と
云
:0

だ
こ
.と
:%

あ

ゐ

，
し

、

板

垣

も

馬

場

を

伴

れ

て

行

こ

ぅ

と

し

た
 

:

が
後
藤
が
冷
村
和
麗
を
つ/れ
て
行
<

こ
.：と
：
に

決

定

し

，
て
，
了

つ

て

い

で

何

.ぅ 

'
.に
も
な
ら
な.か
っ
.；
た

。
：

.、
第
ー
：

|
の
^

對
に
於
て
馬
場
は
板
谊
に.對

し

て『

板 

.

垣

、
：
：
君
it

.實
祀
馬
鹿
と
云
ぬ
ざ
意
得̂

「

.何
A
fyi
r

れ
ば
妒
上
受
麗
等 

.の
奸
策
K;

掘
が
、.
.僅
：か
め
金
を
莨
っ.て
洋
行
す
る
坏
と
は
實
に
自
由
黨
觀
.■

:-
理
0
位
置
に
唐.て
耻
む
く
は
な
き
や

」

，
と「

ま
で
極
言
し
、.ま

た

：あ

る

と

き

. 

は
大
石
と
典.に
‘板
鹿
に
鐵
嫺
を
伽
え
ょ
.
}
と

さ

.
え

し

灸

と

傳

え

ら

れ

て

い 

る
ィ
尾
佐
竹
博
士
の
解
明
に
右
っ
-て
ゝ
板
垣
は
知
ら
な
か
づ
だ
に
ぜ
ょ
へ 

:；

洋
行
費
調
達
の
經
！

I

に
つ
^
て
は
、
不
幸
に
も
馬
場
等
め
推
察
は
當

9
て
ぺ

い
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ。. 

■

;.
'以
上
1
ょ
；5-
な
馬
場
|

|

な̂
反
對
に
對
し̂
板

填

は
--
-:>

自

己

：の

所

信

'.
'.' 

を
語
る
と
と
も
に
、
馬
場
を
な
だ
め
る
手
段
と
し
て
、
自

田

新

聞

に

お

け

■ 

.る
馬
場
の
月
給
を
七
十
圓
か
ら
苜
圓
私
增
龙

^N

と
し
た
と
と%'
へ
あ
、
つ；
#
; 

略

：
馬

場

ゅ

、
.

(

前
述
め
駡
倒
を
扳
敗
に
加
ぇ
た
0^
:|
-、
»

g
激
し
ザ
々

「

自

.

.：： 

分(

板
报
を
指
す

…

维
者
^
は
少
し
も
學
な
く
智
な
き
に
拘
ら
ず
、
人
を

' 

. 

輕
荜
^:
で
.月
給
を
增.し

就

め

ん

：
セ

ぜ

'り

、
：
朱

敗

も

#-
極

ま

.れ

り

づ 

〈̂
4
^

機
な
る
亂
敗
ゆ
入
間̂
あ
^;
礼
。

」

と
極
賓
^•
た
.。;:
---
馬
場
に
レ
て
見

( 

れ
ば
、.
.
從

前

：ょ

り

板

.填

ぬ

心

眼

し

：
で
：
い
ハ
た
_

セ
.は
、な
い

(

堆
^
^

^
、
戈
同
に
就
ぐ
と^-
ラ
大
乘
的
精
神
か
ら
靈
の
卞
纪
啟
田

^

^
と
な
‘
.- 

つ
た
の
で
お
る
。'し
，か
も
、
琪
、

こ

つ

て

は

眞

邊

戒

作

以

來

、
板 

垣
に
對
す
る

：

不
ii
-
狀

1
:時
に
權
發1
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
.

(

板
垣
は
板
.垣
で
憤 

藝

じ

得

ざ

る

も

の

が

お.つ^
杂

，
^
ぉ

->
黨
の
た
め：
^
^
^

介

レ

て

囊;:
'
大

右:0
意

中

钇

た

ォ

じ

>

)

說

服

客

：
せ
.
、
沱

お

聞

か

ざ

る

と

:' 

身
は
^

敗
葡
社
龙
退
社
ざ
せ
育
こ
ゼ
に
也

^
そ

め

時

旣

曼

阪

の

日

本:- 

立
憲
政
激
新
聞0
西
澤
滋
に̂

電
.を
發
ル
て.ぃ

た

。

兆

民

は

：
、

板
：®

か
ら
、

.置

、1
;大
H

®
爾
得
方
％
相
談
さ
れ
舡
と
餐
，：間

1

.「

$

混
雜
し
た 

な
上
は
、.一
靴
に
ば
解
げ
ま3
1
:ど
て
す
ぐ
に
は
，
：そ
の
役
を
液
知
じ
な

. 

か

々

た

ょ

ぅ

で

*

る
9 

:彼
が
果
し
夂
馬
場
に
說
得
を
試
み

'た
.か
.否
が
も
今 

ま
で
々
と
 

>
w
ろ

不

明

で

あ

：る

。

：
-

':
,■.■''
.
:
:
.
:
•
“
..
'
.■
'
',
;
'
T::
.
:
-
'
.'

..
:
.
-
,
:
兎

：に

角

、
，
加

'§
1
八

日

：
に
.至
め
，
て
、

社

長

板

垣

退

助

：
の

名

を

以

て

「

本

. 

i

自

由

新

睹

社

に

於
？
：

發

起

黍

員

多

敷

.

の
決
議
を
以
て
、'*
下
當
社：

の
員

馬
場
原
辦
小
傅(

下)

一
た
る
こ
と
を
解
除
候
に
付
此
段
御
通
知
串
入
候
也

1
と
の
社
員i

.
の
ニ 

ぃ
' 藝

键

ら

れ
.た
テ
隹
由
新
聞
ば
：、

：

彼
に
月
鞛
ど
し
で
七
〇
圓
を
拂
ふ

.外
"

「

じ
机
め
は̂

の
原
稿
に
對B'
て〔

■■
•I

ハ
圓
を
茭
拂
っ
て
い.た
が
、
後
に
は
.經 

.

も
あ
づ
5

..日
三
圓g
r-

と
な
っ
て
い
た
程
で
必
ず
ゼ
も
好
調
で
は 

■:
:

_

か

：
つ
，
だ

。

.
—

織
呀
翳
名
は
パ_

1

/
五
_年
ー
：.〇
啟
，--
-
*〇

日

限

り

と

な

.
つ
へ 

て

て
v>

名

。
：
續V■
て
於
廣
'

太
石
、ゾ
西
村
、
田
ロ
繁
同
社
を
去
り
，
•
江
バ 

-.
•
兆
搀
%-
:
.、
：.ま
た
九
州
方
面
旅
行.の
.
'理

珀

を

以

て

、
.
：
.
實

質

的
 

了
つ
た
0，
こ
れ
ら
の
入

.々を
失
つ
た
自
m

新
聞
は
、>
豫
定
の
な
う
に
古
澤 

.

滋
を
.大
阪
ょ
.り
呼
ん
％
主
筆
と
し
丙
鶴
曾)1
1

愛
1
|
1郞
等
を
補
充
し
た
？

こ 

.の

歡

残

：
：
改

進

黨

や

政

府

筋

め

乘

ず

を

と

：
こ

5

と
：な
次
殊
に
改
進
黨 

.は
自
由
黨
の
：分
裂
於
：
^

る
一
；た̂

:
に
板

垣
洋
裔
題
を.
m
坳
に
攻
擊
し 

.'

.

.た

。
ー

こ

れ

か

ら

、
：
：
自

由

<
:改

進

ニ

»

の

游

仕

翕

始

ま

 

、
 

.

.
M

P

、
：
自
田
新
聞
に«:
せ
た
秕
說
.
‘

「

本

論」

は

堂

：：々

十

セ

篇

十

八

囘

. 

^

苴
ヴ
ク
嘗
法
目
の
論
文
で
あ
づ
た
が
、治
の
如
ぎ
社
內
紛
爭

(

の
た
め
、
パ
 

':
.完
結
に
到
々
て
ぃ.な

カ

ぐ
.
：::
-

;
-;?

..

.
V
'
.
'
,'
'

.

.,

.

.こ
の
論
文
は
、
，
自
甶
の
意
義
本
質
を
明
か
に
し
ょ

'う

と

試

'み

た

も

の

■ 

で
あ
る
.。
彼
は
人
類
、が
！
^
地
間
に
あ.
9て
自
已
を
發
展
さ
せ
得
る
の
は
、

. 

'.:M
r
K

に
が
神
の
自
由
が
あ
る
、か
ら
で
あ
る
、

.心
神
の
.自
由
は
'
外
界
の
®
 

識
と
之
に
順
廳
す
る
：
:&」

ろ

の

自

由

で

お

る

：、

か

れ

は

認

識

の

.
作

用

を

輕 

•■ 

く
外
界
の
事
物
と
ー
心
理
作
用
に
歸
レ
つ

>
、
.而
し〖

て
必
神
の
作
用
を
感
受
.

!.の作用、、

の

.作

用

、
.

P
|

心

の

作

用

と

し

、
.
ど
 

'

の
う
ち
、
最
後
の
意
念 

.'
:

の
作
用
^

^
重

要

視

し

力

、.

.
別
-
力
、
記
憶
力
に
分

.

-

 

.
本

七
.
,

(

五
'六
七
0
. 

.

',



三
il
l

蜞
會
雜
誌
笫
四
十
芄
卷.
笫

八

號
‘ 

'

!

っ

' ;产
■
' 

ン

-
.
V 

:.
-
.

(

，
：

「

■

'

—
.•
'■.
>
,ニ'.
'
ニ'>
'.
;
-
，

-
ノ

ち
澈
明
し
た
る
の
ち
意
念
，の
作
用
は
帯
象
の
認
識
判
斷
を
決
す
る
も
の
と 

^b
s

、
'而
1>
:

で

心

神
.0
自
@

处
：格
泌_

貨

藝
§

行
爲
め
自
由
が
把
妒
へ";,
: 

::尤

は
贫
ら
ぬ
、
べ

ロ

漏

當©あ
扔
て
.初
め
^
吾

人

：の

心

陳

^

货

あ

，
 

の
で
あ
る
、
と•說
IW
し

て

•
い
る
。

:
?
"
'
彼

©
ゼ

，
办

雛

分

,0
叙
述
樣
_

办

て

簡

麗

货

あ

右

が

、
.
，
認

齦

論

出

:.
>
へ
心
瑶
ぽ
^̂
 ̂

。
、
富

界

立':^
!

ー
：
_

論

的

で

お

.つ
：た
.タ

言

論

、
：
風

想

、

':
符
爲
の
.自
©:
ど
;>
:

*; 

云
う
考
免
は
、
恐
ら
く
.ミ
ル
に
炱
う
の
で
あ
ろ
う
。

 

，
■

^^
そ
枚
以
卞
ぬ
於
て-̂
ご
办
自
闽
め
顯
現
吸
場
を
農
控
求
め

.
、
^

#

^

,
::
; 

^

^
說
を
邊
認
セ̂
: ^
:
:社
會
進
化
論
を
說
ぃ̂
,
;多
く
$
味'/
光
”
の
:'
;
:
, 

影
響
下
に
あ
つ
た
と
考
h
る
。
彼
は
ィ
ギ
リ
ス
留
學
中
、

ス
ベ
ン
サ
ー
の

,
 

:獄
會
學
を
讀
ん
：で
い
た
の
ー
で
令
、

.

.

『

國

友

叢

燃
.に
ば
、
ろ̂

ブ
脊
1
^

第

1

原
理
^.

平
易
に
說
明
V

J:
'
:う
と
試
み
て
い.る
捧
で
、
：.，ス：

ベ
シ
サ
ー:
の
：

：，
 

，鬆

は

可

成
h

に
强
い
よ
う
で
あ
る
。
，
.而

最

後

ぬ

個

ん

の

自
ff
l

な「

.
;
: 

'
'發
展
を
阻
書
し
：、
，：社
會
の
進
步
を
妨
ぐ
る
も
の
は
習
慣
セ
あ

.る
と
し
：て、
.
：
：
':
,: 

象

！
長
制
度
、，奴
議
饊
、
農
奴
制
の
：暴
虐
を
論
じ
、
.
露
國
の
敫
奴
獬
放
、；

.' 

愛
蘭
土
.借
地
§

を
紹
介
す
る
之
典
に
、

:

我
邦
に
於
て
%
將
來
必fe
ず
小 

.作
词
題
の
生
ず
べ.き
を
瞥
贵
し
、.
ま
た
歐
米
先
進
資
本
主
義
國
：に
お
け
る
、 

資
本
家
の
搾
取
を
認
め.、
勞
働
組
合
.：S

場
の
.所
謂
掏
業i

s
)

め
發
展
：
：
：

. 

を
紹
介
、
：
ィ
ゾ.タ
！
ナ.
シ
へ
ョ
デ
ル'
に
亂
て
.は
當
時
微
に
し
て
カ
な
し
と
雖
、
 

も
將
來
發
展
.の
可
能
性
な
し'と
上
な
い
¥

述
べ
て
い
る
。-:
-,
;

へ)

‘
：7

」

へ.

こ
の
論
文
は
、
未
完
成
で
ぁt
が
、
恐
ら
く
、
彼
は
、
.
最

後

.に

於

て

再
'. 

び

自

由

を

詳

論
^
て
、
：
，首

尾

一

實

す

る

積

り

で

ぢ

っ

た

の

で

ぁ

ろ

.
ぅ

。

何
-.

讀

V
へ

、
れ
に
し
て
も
彼
の
學
間
の
蘇
礎
と
ス
ヶ
ー
ル
を
語
る
も
の
と
し
て
、-
‘そ
の 

vf
T
深
■

譲

1

と

輿

ね

重

廣

な

も

：勢

.
で
^ :

:

る
--
<
>:
4 

'丨
'

ぃ 

巧

：

：；：，福

場

等

呔

良

油

紙

證

達

ダ

お

对

、
：自
 

,'
:
;
:
.

;̂
;
:
た
。；
.
猇

憑
;1

>:
:-
'
ル
沈
淺
草
の
弗
生
村
樓

(

太

震

爾

弭

治

病

晾
©

つ
た
所
、
現
布
の
须
贺
を
根
據
と
し
て
盛
ん
に
演
說
し
討
論
し
或
は
.

,
,

f

霍

雜
誌
L

1

野
新
f
f
i 

_

論

說

を

議

し

，
て
？
民

權

思

想

の

：
賓

 

に
努
め
た
。

一
 
y
r'
v
y.
眼
治
一T「

五
年.1

.

:-

權
新
說
を
讀
む」

と
題
し
長
.ロ
呑
を
振
つ.た
。.こ
の
筆
記
が
朝
野
の

「

P
 

:::

一
伽
藤
弘
之
君
人
囊
說

」

セ
あ
;̂
、

更
に
パ
ン
フ
へ
レ
：
：
ッ
'
へ

ト
灵
賦
人
權
論

』

- 

(

明
治一

六
平1

月
出
版〕

と
，し
て
世
に
博
く
讀
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

，加
藤
の
ハF

人

囊

說

は

周

潛

如
C

彼
が
：

f

眞
政
大
意j>
1
立«

' 

■•
■;.

:政
體
略
i
、，l
國
體
新
論『

を
絕
版
とU
、
.へ
こ
れ
等
め
書
に
示
し
た
彼
の
天 

賦
人
權
論
的
立
場
を
誤’
な
り
と
し
て
、：
：進
化
論
.
の
立
場
が
ら
、
優
勝
劣 

敗
の
必
然
：を
と
な
え
、'
.
優
者
は
權
利
を
得
て
存
續
し
、
.
劣
者
は
權
利
を
失.

.

つ
ヤ
敗
北
し
て
行
ぐ
も
の
で
天
賦
の
平
等
な
ど
あ
り
得
な
い
と
主
張
し
た 

;-
の
で
あ
る
。
-
':'
'
.'
'
'.イ

；：，.
，

'
■

' 
:
7
:
:
/-
v 

'

へ
.-
■)

'と
れ
に
對
し
：て
は
、
/
自

由

民

權

主

義

潜

の

側

か

ら

盛

ん

，な

反

駁

が

加

え 

■-.
ら
れ
た
。
.當
時
、
葡
新
聞
雜
誌
に
現
わ
れ
た
駁
論
は
、
輯
め
ら
れ
て
パ
ン 

フ
レ
ッ
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
。

:

こ
の
種
の
も
の
と
し
て
、
，石
川
芷
美
篡
樹 

,『

人
權
新
說
駁
擊
新
靈
、
.

梶
木
甚
三
郞
編
集『

人
權
新
說
馼
論
集』

、
中 

村
尙
微
編
輯
：

T
加
藤
弘
之
氏
著
人
權
新
說
馼
論
集

』

が
知
ら
れ
、
，
別
に
單

.
行
本
と
し
て
矢
野
文
雄
著'『

人
權
新
說
馼
論』

、：

植
木
枝
盛
著『

夭
賦
认
權 

辨1

猪
の
前
揭
書
於
有
象
あ
る
。
こ
の
外
で
は
外
山
芷
一
.博
士 

の
;「

入
權
新
1

者
者
に
質
し
併
せ.て
新
聞
記
者
の
無
學
を
嘴
す

」

及
^

再
，
 

び
人
權_

說
著
卷
に
質
し
併¥
て
：
ス
：ぺ

ン

ャ

雀

 

が 

著
名
で
あ
る
。
.
明
洽
文
化
全
集「

自
田
民
權
篇1

で
は
：、

v

前
記
中
村
の
編 

輯
か
ら
、
矢
膝
の：『

人
權
新
說
駁
論1.(

『 _

便
報
知
新
聞』

ハ11
:
說)

明
治.
'' 

|

5£
u-
¥
.

一
 

.一

月
三
日
以
下
の
修
疋
論
文
の
、

f

東
京
横
獱
每
日
渐
歷.
社
說
：

『

^ '
■

訛
を
評
す』

：

(

明
治
5 -
华
ー
'
ー.
月
ー
0
日
奴
卞〕

^
^
 

. 

士
'の
ニ̂-
'

文
を
集
め
て『

人
權
新
說
馼
論
集』

.
と
し
、
別
に
馬
場
、
.；植

木.

.の11

彎
を
1B
C'
 
:

錄
さ
れ
、
何
れ
も
川
原
次
吉
郞
敎
授

<0
:解

題

が

附

さ

：
れ

て

1

, 

る

。
，
•
.

ま
た
、'人
權
論
&
に
就
て
は
、.田
畑
忍
缴- ^
が
加
藤
弘* ^
著

『

强
^
 

の
亂
利
€>
■競
爭』

.

本̂
評
論
社
明
治
文
化
叢
:«
に
於
.て
、'
.そ
.の
._要
顧
を
べ. 

、解

貧

れ
%
い
る
の
で
フ
麥
で
は
、

; :-
こ
れ
以
^

立

ち

人

る

と
,^
を

篇
 

す
な
が
、.馬
_
ば
加
藤
の
論
旨
を
落
條
的
に

一

々

V

へ

そ

の

讓

：の
不
徹
底 

'/
な
る
だ
氣
レ
つ
づ
反
馼
し
進
化
論
と
宍
賦
人
權
孤
と
は
相
矛
盾
せ
ざ
石

: ',-,
:
 

を
^;
账
ぜ
る
も
の.で
、
.當

時

の

入

權

新

說

中

の̂
属
.で
::
&
る
。(

!-
;
:

':
'
;■
■明
治【

六
^

^
見
セ
日
の
國
犮
會
疚
演
說
で
メ
敗

^

^

^
此̂
を
命
ぜ

)

.

.ら
が
、
:̂
:

月
— .
ー_

に
ぼ
:̂
'
の

瞥

視

總

载

か

ら

東

备

卞

に

廣
％̂

演
說
S

の
命
を
受
け
た
。
こ
れ
は
約
半
部
で
解
除
さ
れ
た
。

、 

ハ
.:
'
-
:明

歡T

穴

铝

尤

：
月
.
1
.
1
ー|
日
板
垣
が
歸
朝
エ
た
。
：
服

は

自

響

聞 

.•
;.
に
も
き
©
黨
の
興
« :
に
%:
!
何
等
の
養
を̂

さ
ザ
:1
>;
-オ
飄
顧
;̂

:
^
弋
土
佐
,

 

歸
つ
て
了
つ
た
。
旣
に
實
質
的
に
脫
黨
渚
扱
を
受
け
て
い
た
馬
場
、
末
廣
、

馬
場
辰
猎
小
傅A下

：} 

、

/

大
石
は
.、へ
九
月
八
日
芷
式
に
自
：由
黨
を
1:

し
.た
。

.

-

末
廣
は
三
人
の̂

め
^

ぺ
九
月
ー
ー
ー
看

^

い
で
n
獨

-̂
c

政
黨
の
必
要
な
る
を
得
ず

」

と
い
ぅ
演
說
を
行
い
 

一
二
人
の
出
所 

:

.
進
退
を
明
0

£

.^.
1
ぞ
.の
意
の
-あ
る
と
こ
ろ
を
述
、べ_た
-:
:°'
こ
の
と
き
は
、

'
馬
碁
、
'犬
石
と
も
に
、
、ま
だ政
談
演
說
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
，

.末
廣
の
.演
.

•

崔
內
容
は
"
.明
治
：

H

ハ
年
九
月
ー
.
1六
日
以
降
の
.『

朝
野
新
8

論
說
獨
に 

連
載
さ
れ
た
。.そ
れ
は
自
|±
1

黨

既

芝

由

來

、
.國
支
會
殊
に
彼
等
三
人
の
'
. 

:

希
望
と
立
場.を
說
'い

^

餘

す^
之
ろ
龙
：い
も
の
で
あ
つ
た
。
:

.

.パ

•■
;
,

■
末
赞
ぶ
云5:
'
、
'
.4
や
自
由
黨'%
改
進
黨
も
生
義
の
た
め
に
論
爭
せ
ず

、

. 

鐵
の
た
め
人
の
た
が
唯
こ
：れ
相
排
擊
す
る
ょ

-5

に
な
0
た
0 

.
ま

さ

に

.
一
一
黨

. 

は
公
黨
た.る
の
性
魔
を
朱
い
つ
、
あ
る
、
.こ
\

^
お

.^
て
ヤ
..公
明
疋
次
、 

是
を
是
と
レ#

^
非
4
ず
务
政
黨
が
あ
つ
て
も
ょ
や
"

い

や

な

忖

れ

ば

な

.： 

ら
な
い
。
こ
ぅ
：い
：ぅ
考
え
か
ら
菩
等
の
へ
い
わ
ゆ
る
獨
：立
政
黨
を
起

'-
1
,た
と
。 

さ

ら

ぬ

去

う

、
へ

藝

：
の
模
範
と
一
い
わ
札
る
英
P

に

お

い

' 

::

,
§
兩
黨
の
行
動
に
：
^

へ
ま.乂
弊
脅
が
あ
る
、
ブ
フ
ォ
：

1
セ
マ
ト
が
、一
ィ
ン
；: 

デ
ぺ
ゾ
デ
ン.'>
* 
メ
'ゾ
バ
へ̂

め
ー
ー
派
士
指
導
レ
て
、
ヵ
ず
ー
ー
大
政
黨
の 

個
に
立
ち
、
：
’キ
ャ
：ズ
チ
ン^;
へ
ギ
ォ
^
ト-#
掲
る
：役
目
衣
果
ル
て

)

い
：る

の

：
 

:

ぱ

理

：虫

な

し

ぷ

も

だ

：
い

:-
0.&:
場
''
:

東

馨

の

：獨

泣

政

豐

「

^
さ
に
か
、

.
 

る
位
笸
を
占
め.ね
ば
な
ら
ぬ
と
。

.

皮
.
1
.爵
立
政
鐵
の
期
す
る
と
こ
.，ろ
と
し
て
次
の
如
く
述
へ
た

「

我
々
.

-
ぐ
ぼ_

_

醫

と

國_

と
^ '
以
て
戚

.̂

の‘議
論
を
天
卞
私
舍
¥

る

の

機

' 

關
と
酿
1>
贫
^
宏
^

の

學

饊

脅

：驗

驗

ぁ

石

入

^

に
卞
^

愛

其

の

策

成

：

,
、
 

忒

九

(

五
六
九〕



• 
- 

. 
n
ltl
l

學
會
雜
誌
‘
笫
四
十
有
；卷

笫

八

號

‘、

：

蓬

簾

藝

_

_

^

置

塞

て

國

會

泡

繁

の

：

、

'
_備
:^
爲

: ^
而
^
オ
«
々
货
專
<
£
^
^
^
'0
^

^

^
敗
^
ず
る
^
因
り〉

V-
:
。契
■

を

作

ら

ザ

晨

簿
1

せ
號
理
常
議
員
幹■

の
_

_

を
.

「

'
:
.
:

■
設
け
ず
苟
も
政
堪
の
思
想
を
有
し

〕

戬
の
p.

論
に
偏
せ
ず
し
て
公
平
の
意

•

.

.
:|
1

^

^
ふ
«

撕
皆
我
が̂

志
处
—

潜

满

亦

政

あ

か

：り

我

斧

は

諸

敗

^

^

%
■ハ
'
'
：

 

一.
;x

邦

.0
,主
.義

擧

働

に

就

普
»

見

を

姻

ミ

」

.七

あ

れ

ば^

々
；£

,

の
^

つ

て

辨

難

攻

駿

を

爲

し

以

て

羅

！

t'
lM
-

に
歸
着
す
る
こ
と
を
求
め
：他
人
の

--

 ̂

 ̂

へ

'..... 

朱
ふ
が
如
き
は
我
々
の
斷
じ
て
苗
ら
爲
さ
义
る
所
な
り
。

」

:

こ
の
、91
_張
は
、'
掘
赐
、.
.
.
.
大
石
も
容
認
し̂

と
こ
ろ
.と
'思
ぅ
-
0:._ー
 

0
月
，に 

入
り
馬
場
に
'^

す
る
演
說
の
l

-'
r

i
と
か
れ
た
。
，
そ
れ
か
ら
の
彼
等の
活
動 

r
 
は
^

§

1

>0

醒
ま
：し
/^

つ
把
？'#
友
會
ぼ
敢
に
贫
ー#
^

.
ち
な
く
、
；
%

^

;■
:,
.
::■ 

•で
も
、
概
ね
月
一

一

岡
の
演
說
會
を
行
つ
た。

J

 

Q

月
一
一
八
日
、

.肩

潸

に

お
.
‘ 

»ゝ

る
- ^
^

1
初
め
':
^

め

.^

說
禽
で
^

窗

猪
^

|

%
濱
-
<民
1

^
事
上
|

 ̂

.向
つ
て
如
卿
な
る
主
義
を
執
る
べ
き
か

」

' 
と

詈

題

で

、
澈
濱
の
荀
へ
が.

繁

楽

し

な

い

の

は

彼

等

が

政

治

思

想

I
し

く

私

利

に

の

み

汲

々

た

る

た
 

め

で

あ

る

、

こ

れ

が

繁

榮

を

圖

る

に

は

大

I
獨

立

の

精

神

を養
い
、
交

易
 

へ
：.は
^
'»
を

贺

と

^
!.
'道
週

の
.あ
^,
在

」

.ろ
は

飽

ぐ.ま
で

：
屈

せ̂

.
'
蔽

樂

^

:;
¥

都

脅

の'
於̂

事

賀

i

 
ぬ

ぞ

：む

改

華

を

^

^
:
 
Y
^

^
fe
:

-'
''
-:
''

り
、
法
淨
の
許
す
限
り
に
お
い
て
は
十
分
に
活
動
す
ベ
I

I

上
、
營 

業
上
の
自
主
獨
立
を
强
調
し
て
多
允
の
感
銘
‘を
與
ぇ
て
い
る。
.

、

辰
猪
は
^

の
；頃
明̂

_
氧
に
：^

い
.て
：後
進
0
:窜
英
.
^從
へ
い'、.
.
.
;.
'
:
:
+
|
.
.
.

方
で
太
，，
.
-
;
^
^
^
^

、
-. 

- 

.

.、
 

.
-

' 

■ 

六
0
 

■

.£

七
〇〕

.

へ
：：

大

石_

s
.\
高
^

^
®
_

訟

鑑

衆

所

を

開

が

て

：
代

®.
'

：
の

業

に

も

從

づ

て 

い
て
、
相
當
多i t
で
あ
つ
た
ら
し
い
が
、
東
京
、
獲
で
の
國
友
會
の
演 

說_
に
は
概
ね
出
席
し
て
、
そ
の
她
辯
を
振
つ
た
。

•

 ̂

名
古
,

で
行
わ
が
た
愛
知
交
親
社
主
喝9
 

:
.
'隹
屈
民
權
家
懇
顧-#
は
、：'事
實
、
獨
立
政
霧
の
：た̂
^

.會
で
こ
れ
に
はI

、
馬
場
、‘
大
石
が
招
か
れ
てi

た
、が
、
：末
廣
は
病
の 

f
::

た

め

交

孓

七

亦

出

來

ず

、
ノ

馬

場

、
：
：
：大

石

：と
；

0|

本
忠
禮
と
於
行.つ
；̂
0
,
:

'
"
'.'
•
•
'■會
合
で
.は
、
ー

德

場

は.3
憤
の
弊
|

^
論
ず」

、「

政
治
家
が
政̂

;

境
：外M

對
し
'て
有
才

；る

責

徒

如

何

j
.

と1K'

ぅ

衝̂
^

.
と
.の
^
説
，內
容
は
、
.
.當
時
.の

愛

岐

日

報

に

：
掲

載

さ

れ

た

と

^

S

A

て
い 

る

が

筆

溃

は

未

'

?-」

れ
に
‘
換

し

て

い

^

い

'<
>
.
•

「

政

治

家

.が

敗

！
！
^

外

に 

::

對

し

弋
:*
沐

る
;«
§
1

^

1

«粳
.
はf

朝

警

聞
1
:違

备

れ

て

い

： 

吝
が
、.そ
れ
に
よ.る
と
、-'
政
黨
政
治
家
は
、-第一

に
自
黨
を
取
纘
む
石
誰
. 

力
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
第
二
に
他
黨
に
對
し

f

i

^-
あ

：る
：可

き

e 

: 

廣
ち
に
識_

-«
B
l ;
て
免
^
が
如
き
こ
と.は
不
可
で
ぁ
る
。

\

第
一.一
一
は
第
.. 

■
者
办
由
:%
是
認
'^
ち
：̂:
べ
.書

1
1語
行
動
を
と.ち
ね
ぼ
.

^
ね
^.
;

^
為

|
: 

•點
.に

あ

；
つ

た
;°
惟
ぅ
に
、
第
一
收
板
垣
に
對
ず
冬
批
判
と
見
る
-
と
が
出 

_

义
':
^

へ_

『

、_

3
は

滿

立

餐

の

逢̂
で

,'
實

は

フ

乗

廣

の

見

膝.
 

とj.
致
す
石
こ
と
に-及
る
。
た

气

：
政
黨
員
は
知
日
ガ

.を
要
す
る
：と
共
に
脚 

力
を
必
要
と
し
、
蒙

1

に
ば
■智
力
を
腕
力
に
は.腕
力
を
以
て
對
す

y

き
で 

t

と
述
べ
て
い
る
點
は、' 當
時
.；の
政
治’
家

：を

取

り

卷

；
い
：
て
；
い
：
た

あ

ら

.い

’ 

霧

韻

氣

を

物
®
§
る
.;%
め

で

あ

る

.と

同

時

；
に

,
•
彼

の

.依

然

と

し

て

.蒙

え

^

い

：
■

■
,明

^

一

四

年
1
0,

月
、
:.
-
'
'松

望

義

が

大

藏

卿

に

纪

石

：
と

德

に

探

用

也

.
：

:
.■
■
■ハ
ら

れ

た

健̂-
駿

主

赣

卽

友

こ

の

塲

合

に

本

い

て

は

通

貨

收

縮

を

通

と

:'
'
-
' 

.
す

る

諸

般

の

財

政.
々

顧

は

徐

々

：

'に
効

染

.を
表

わ

し

て

來

た

。

明

治

1
.

六

苹
 

,

に

は

明

治

：
一
.
.

1:1

'
士

.
#の
好

最

氣

ば

幾

」

次

や

ら

ぃ¥
诞

の

_姿
が

、

.
漸

や

.
： 

:

ぐ

色

濃

く

浮

き

上1
つ

.て
來

た
6
,そ
し

て

、

明

治

一

七

，
年

に

.は
、
：..
そ

の

.
極

度
 

:

ぺ

•.
.
'に
達

た̂

。

：
こ

れ

に

に_

!:
ハ
、
/-
-七
年

と

續

く

不

：

作

も

手

傳

つ.て
：
そ

の，
.‘ 

.V
深

刻

さ

を

ま

し

た9
,
0
か

し

明

|

府

に

ょ

る

資

本

の

蓄

積

は

次

第

に

進

ノ
 

.

.
:行
し

て

い

た

。̂
し

：
て

そ

の

裏

に

ば

晏

の

讓

革

命

.に
必

麥

な

勞

響'■

.

の
豫
備
軍
が
作
眷
さ
办
つ
：と
あ
づ
ぢ
の
で
あ
る

0
;我
'.
^
は
明
治
—'
一
 

、
の

麗

事

件

、

一
六
年
み
高
田
事
件
、
ニ

七

年

の

秩

父

暴

動

，^
加

波

山

事

，
，

、

.
件
な
ど
か
事
件
を
も.つ
ど
共
に.
、
，
所

謂

借

金

黨

、

小

作

人

黨

の

名

の

下

に 

■■
:

小
か
る
騷
擾
事
件
を
_

に
も
つ
の
で
あ
る
が
_
':
'>:

そ
れ
は
、
前
述
の
如
き、
'-
'-.

.‘
社
會
不
安
め.
理
解
：の
下
に
：お
い
て
の
み
理
解
さ
れ
る
^

の
で
あ
る
。
：

:
.
:こ
の
情
勢
は
當
然
に
政
黨
に
影
響
し
允
。

.
政

治

的

覺

醒

，
の

な

い

大

衆

を

：

_ 

.

.
—

い

てと

に

も

办X
4大
衆

;̂
解
放
す
る

こ

.と

.を
目

的

と

し

た

、

政
治
家.
は
、”

:

'相
蓉
失
費
を
要
す
る
。
：：改
進
黛
で
あ
れ
、
.自
甶
霉
で
あ
れ
、-'
:
-そ
の
灞
の
ン； 

-.
'
鬚

遨

達

：の
あ
る'%
の
は
自
策
の
財
を
消
盡
し
、

(

或
も
の
は
債
鬼
に'苦
め
：.：

‘

.ス
ら
る
ん
有
樣
で
あ
づ
た
。
；
冬
こ
に
、
：

i
x

由
黨
の
杏
澤
が
三
菱
豪
を
行̂
.
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謹
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攻
め
、
，改
進
黨
は
宵
澤
等
乏
共
同
運
轍
#
紙
の
關
係
を
暴
露

：
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:
す
る
：な
ど.
.の
ど
ろ
仕
合
を
ん
出
す
跃
因
も̂
つ
た
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け
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あ
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。
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.借
金
は
增
す」

と
述
懐
し
て
お
り
、
ま

た

「

一
人
：の
身
に
：は
，過
ぎ
た
る
借
，
 

金
：^
_

に
か
：け
：っ.乂
越
ゆ
る
萍̂

^」

'
と

も

詠

っ

：て

；

^

る
0

-'
.
.
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へ
诚
俯
か
ら
の̂

^

別
出
を
茇
柱
と
し’
何

等

藝
^

^

を
有
レ
な
か
：

： 

っ
た
帝
政
激
成M

:-
v六
雜
九
并
九
日
解
散
し
た0
.良
由
黨
は
、
そ
の
左、 

派
に
湯
す
石
連
中
が
幾
务
の
審
件
に
携
如
っ
^

い
た
り
^

て
、
保
守
的
な 

/

國
民
：か
ら
の
茭
特
を
爆
ず
、
明
治
：

1.

七
.報f

o

月

：
ニ

九

日

に

至

'っ
：
て

解

散

、
.

改
進
黨
も
明
治
ハ
广
七
年
ー
^
月
汰
隈
^
河
野
等
の
睨
黨
な
ど
あ
ウ
 ̂

し
的
に
ば
そ
の
勢
カ
を
半
滅
し
弋
了
づ
た
フ
明
治
-
七
萍
は
わ
が
政
黨
に
と 

.
っ
..て
も
災
厄.の
年
で
知
っ.た
。
本
來
、
國
民
大
衆
が
右
の
如
き
社
會
的
、

..

經
濟
的
不
安
.の
底
に
あ
る
と
き
に
こ
そ
、
政
黨
は
活
潑
に
活
動
す
べ
き
で 

あ
各
0

し
が
.し
な
.が
ら
、#

時
_の
政
戴
は
、
合
法
，的
に
政
令
；を
拒
否
し
、
施
. 

策
を
排
す
べ
き:*
を

も

っ

て

，
い

な

：か

っ

た

.
。
：
的

関

の

更

迭

は

襲

彼

等

の
 

.
，
力.
.の
及
ぶ
と
'こ
ろ
で
な
か
つ
た
。.こ
の
こ
ど
.は
、
.な
お
.數
年
を
要
し
た
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政
#
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倦
み
、
：
國
民%

っ

か

れ

：
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ぃ
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。：

政
黨
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ば
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！
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.
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狀
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し
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場
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、
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に

お

け

る

活

货

奋
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こ
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邊
で 

:
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お

：ゐ

。
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明

消

1
八
年
^

爆
裂
彈
事
件
で
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な
く
も
拘
91
せ
ち
れ
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:
.
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調

中

|
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後

ぺ

晴
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し
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介
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活
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八

年
-
一
月
ニ1
’日
辰
猪
は
、
：
當
時
の
往
居
、
京
橋
區
日
吉
町

'.
-
- 

1
#

地
竹
內
長
因
郞
访
か
ら
警
視
第

1

1局
へ
枸
引
せ
ら
れ
だ0へ
大
衣1£
已

.

. 

は
そ
の
後
へ
；馬
場
を
訪
ね
て
來
て
そ
の

.儘
拘
引
せ
ら
れ
た
。.:
こ
れ
は
彼
等.

が
爆
發
叢
締
規
則
に
違
艮
し
た
と
.
い
5
疑
に
よ
る%'
:

の
.で
あ
.つ
た
o
. 'そ
.
.

•
、
 

'  

六
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七
1
G

ふ
お
が
：&」

：日

遲

れ

ャ

、
，：
太

阪

で

：浓

大

襲

太

郞

発

名

長

啼

，

ゆ

稻

垣

示 

:
外
編

名

が

督

茗

集

謙_

聞

ぎ

事

件

の
'£

容
を
國
事
犯
と'
 

報
道
し
て
い
る
の
み
で
詳
細
の
報
道
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

:
:
:
:
犬

弗

、
：
.：辎

垣

等

'0
'
拘
引
梂
い
：わ
ゆ̂
良

裏

大

阪

事

件

で

、
.
要
す
る
に
：
：
 

爆
裂
彈
永
騰
え
印
朝
鮮
に
苴
A
碁
の
問
題
を
解
決
し
て
同
國
の
獨
立
を
.：
 

い
：
確
保
す
る
ど
共■

日
本
國
內_
治
改
革
の
導
火
線
と
じ
お
ぅ
：と
計
畫
じ
、 

泰

破

れ

て:̂
ゎ
れ
た
.も
の
：で
ぁ
^

當
時
は
大
阪
事
俾
と
篇
場
等
の
事
件 

と
が
關
係
が
あ
な
の
か
な
い
.の
か
も
分
ら
な
か
っ
た
。
.じ
か
し
當
同
と
し 

て
は
一
應
關
係
あ
り
と
し
て
手
配
し
た
の
で

^
ろ
ぅ
。

'

.
诌
田
黨
.犬
阪
事
件
に
っ
い
て
は

『

自
由
黨
史
.

|

に
も
平
野
義
太
郞
氏
の 

,:
;『

.馬
城
大
井
憲
太
郞
傳

J
.

に
%:

詳
述
さ
れ
て‘い
る
か
.ら

、
こ

、

に

.は

觸

れ

な 

い

.0
今
巨
で
.は
、
：£

の
：
事

件4

%
場
等
の
事
件
と
は
.關
係
が
な
い
冬

,

馬
場
筝
の
事
件
の
粳
概
は
後
述
の
裁
判
言
渡
書
で
略
ぼ
判
る
が
、

.
馬
場. 

.
'.
孤
蝶
氏
は
、
，逮
捕
さ
れ
各
ま
で
め
：事
情
を
次
の
通
り
書
い

..
て
い
る
0 

, 

-1
此
時
代.
に
私
'っ
て
は,

政
府
の
高
顔
次
第
に
加
は
っ
：て
、
：民
論
萎
 ̂

:
しP

振
ゆ
ず
メ ：

辰
猪
の
身
邊
漸
く
狹
き
を
覺
え
ら
れ
だ
し
た
，の
で
、
十
八 

:
>
年

の1:

月
へ(

十
- -
月

：の
誤
？
：

…

：
西
S.

に
：は

犬®
正
.已
玫
と
共
に
亜
米 

利
加
へ
镀
航
す
る
と
と
に
決
し
た
。

ニ
 

'... 
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一
，
同
月
の
十
六
日
に
は
、M

猪
は
大
石
氏
と
共
に
洋
行
の
■家
度
に
必
萝
な 

'.
■質
物
を
し
に
橫
濱
べ
行
う
た
序
に
爆
發
物
变
賣
る
山
手
の
モ
リ
ソ
ン
商
會 

.

に
：立
寄
っ
：
.
て
、
，爆
發
物
め
買
入
手
續
等
を
問
ひ
合
せ
た
。
未
だ
英
語
の
そ

令、

う
で
き
な
か
っ
た.次
石
氏
は
默
ま
っ
て
い
て
、
展

猪

の

み

が

館

主

と

話

を
‘，

 

し
て
い
た
。.
思
う
に
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
所
謂
る
冷
や
か
し
で
あ
っ
た
で
あ 

ろ

う

.？
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J

ろ
で
,

が
ね
て
密
が
に)

：ー.人
に
尾
行
し
弋
い
紅
刑
事
は
之
れ
を
見
'

て
V 

M

廳
べ
郝
吿
レ
た
ら
む
い
の.で
^ ：
る
^

‘書
視
廳
で
は
直̂

私
捜
。
'
'
. 

査
^

^

し

:-
^

-#
一
 隹

： 1

十

日

に

辰

猪

ど

大

汩

氏

：
と

を

狗

別

1,
.龙
。

；
.
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竹
內
の
家
人
の
話.で
は
、
辰
猪
が
拘
引.さ
れ
る
前
夜
か
ら
は
、
家
の
近
遵 

に

醫

傜

起
.ベ
き
男
が
排
徊1>
で
居
た
。
へ.象
人
が
ぞ
れ
を
展
猪
に
吿
げ'
:ハ
：

る
と
辰.
猪

は

蠟

燭

钇

と

も

し

で

そ

の

火

で

手

紙

そ

.の

他

の

書

類

を

燒

き

棄

.;
'
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て
た
と
い
う
の•で
あ
る」

.

.

、

卽
ち
辰
猪
等
は、
■'
".
.こ
の
_

#
前
に
ず
で
に
瓶
米
利
加
行
せ
を
決
定
し
て
‘

m

備
し
っ
、
あ
っ
た
，ょ
う
で
、
寧
ろ
事
件
の
た
め
に
一
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頓
挫
：し
た
如
く
に

思
わ
れ
る
。
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兩
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方
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峙
分
に
は
、
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.：

份
が
入
らV

居
ぬ
無
盡
で
取
れ
た
金
で̂

!

の
本
妙
寺
の.と
.こ
ろ
へ
一
間

き
り
の
家
を
立
て
ま
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
が
、
辰
猪
が
拘
引
さ
れ

た
後
、
へ±.
1:
變

な

る
.と
：、'宸
猪
か
芬
賴
嘹
れ
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扠
と
笨
が
の
^

:

。

一̂
8

:と
籃
训
啟
平
と.：の
：指
_

で
何
鼠
が
0'

破
れ
家
を
持
9

て
來
て
、:.
:
/
-
-
'
ーー1
間
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i
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し
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し
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辰
猪
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の
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が
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宽
し
た
の
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、

辰
猪
が
_

1>

た
明
治
、一”

月
一1f
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の
で
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崎
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^ s
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。
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磐
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來
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來
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っ
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一
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き
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&
齡
の
南
陬
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の
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立
小
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^
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へ
孤
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左
ー
ー
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す
る
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間
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；し
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獄
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狀
ズ
毘
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に
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最
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舊
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へ
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厭
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；
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。
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憶
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す

.'

-
度
に
微
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得
た
秦
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述
懷
し
て.い
る
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判
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を
檢
事
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龍
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篇
葉
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へ
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興

；高

橋—
—

OV:
、'
山
资
吉
:>
'
佐
伯
剛
率
本&
妙
な_

論

を

行

い

：、

.
»

場

の

答

辯%:
食
所
を
巧
て 

に
避
け
得
ら
れ.
た
1
ぅ

：で

あ

っ

た
9 
.判
決
文
は-
、

そ

の

梗

概

を

：ょ
：<

盡

ル 

.

て
い
る
か
ら
左
に
採
錄
す
る
。

.
ン
ひ>

:

■'
:
:來
京
府
京
構
區.
？
吾

啤
|:番

地

竹

：內
丧
西
郞
方
同
锊
へ
：
：
；

■

.
'■
,

.

,
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三
»|
學
脅
雜
認
笫
西
十
五
卷
笫
八
號
：
：
.

.

,

-[
:
族

訴

訟

鑑

记

及

漭

述

業

;,
.
-
、

 

: 

•

' 

’ 

' 

■

燒 

'場

辰

猪

.

ふ
く'.「

'
设

谓
,:
:
-;
チ
"
“
*^

が
，難

/ 
士
族
無
職
業 

.

,

;
5
立
'-
-
5
 
だ

:
遍

.
セ

C

豫

兩

务

對
^

9
嵌
1

狹
张
舉
は
_

牛
/\

萍
^

1
ゼ

ボ
_

::
:
*
-ー；つ 

=
:午
後
ニ
時
驭
神̂

川
縣
横
演
碑
外1
:人
焐
邰
地
观
十
八
#
价
英
國

,
商
ん
'ジ
T
:
1

,
r
ス
V

ヒー

.

モ
リ
ソ
ン
'方
に
到
•り
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を 

汴
文
し
而
し
"0

其
1
=的
の
治
尖
を
妨
げ
乂
は
人
.の
身
體
财
座
を
讲
せ

.

.ん
と
す
る
.：
に.あ
_
,£>

.ざ

：
る

と

と

，
：を
：
證

.明

す

る

能

は

 

'ざ
：.る
も
の
.
K
し
て
fi
l
l 

明
治
十
七
/*

ヰ
筋
3

ナ
一
一
號
布
街
煺
發
物
：取
締
規
則
笫
六
條
の
⑶
を
犯 

し
た
P

と
！

K

ふ
に
布
0

热
£
證
據
部
類
を
則
詖
せ
し
め
自
ら
出
延
し 

た
る
英
阙
商
人
モ
リ
ソ
ン
の
陳
^

被
丹
等
の
屮
立
檢
察
介
及
被
街
！
！

誰
人
等
の
癖
飾
頌
を
聽
き
之
を
雊
案
す
る
に
被
诉
筇
は
煺
發
物
を
奴
.

':
'
^

岑

る

窩

：を

队

贫

脱

治

：
十
：：
八

雄

ヤ

.

)

ー
.
：冶

十
 

1
：

人
姑
切
地
四
十
八#
俯
、ツH

丨
ム
ス
*
ピ
ー„•

,
リ
ソ
ツ
方
に
到 

V
I
:人
K
.商
^
し

先

づ「

ブ
ラ
ス
チ
ン
グ
、
デ
文
ラ
チ
ー
ン

J

及「

ダ 

イ
ナ
マ
イ
ト

」

の
効
用
佌
州
方
法
及
代
愤
を
_

ひ

;1
1
:ハ
见
本
の.馑

を

.

:
求
め
而
し
.て
.贸
人
：を
.耍
す
_る
'は
.
.

r

ダ
イ
ナ
.
マ
イ
.トJ...,

五
：十
磁
.入
.
1
_節
.
.
.

'
位
に
-し
て
其
！=
的
は
鑛
山
州
に
供
す
る
に
浓
る
2
:
:を
竹
げ
次
に
^
人

> 

•

,

.

. 
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七 S
O

の
談
判
を
爲
さ
ん
と
す
s'

に
際
し
北
ハ
氏
名
を
卯
ふ
を
以
て
被
毋
烬
极 

,
ノ
协
猾
は
來
京
神||
)

錦
^

化
1
1
1
#地
テ
|

凇
讲
被
诉
大
石
：此
已
は
來
來.
 

.
_
:■
:
■
*
區

嘯

塵

簾

；
■

地

ヶ

丨

, '

饺
贸
の
手
紡
を
刖
ふ
に
モ
リ
グ
ン
は
煺
發
物
の
出
邮
引
漉
を
求
む
る 

>

爲
め
驰
奈
川
縣
廳
へ
宪
出
す̂

§
.

§
武

粃

を

ポ

し1!
.兆
釵
贸
に
付 

.

.て
は
總
て
H

本
政
舴
の
规
則
に
從
ふ
行
相
饴
ぷ
る
を
以
て
被
弗
等
は 

モ
リ
ソ
ン
'に
對
七
日
本
政
府
规
則
を
遨
守
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
や
祈
や
‘ 

を
相
等
る

P
モ
リ
ソ
ノ
は
仍
ほ
前
宵
の
如
く
相
特
到
戚
资
波
方
を
掛 

合
う
も
北
ハ
中
斐
な
か
る
べ
き
令
察
し
其
儘
モ
リ
ソ
ン
方
を
立
朱
り
，た 

る
%■
の

と

認̂
す

か

は

被̂
等

が

歡

視

ぬ

^

ー

 

Tん

货

裁-̂
.が

豫

衡

延 

.

及
常
公
廷
に
於
て
の
中
立
並
に
モ
リ
ソ
ン
が
神
祭
川
縣
廳
に
弟
出
し 

.

た
る
陳
述
截
及
常
公
延
K

於
て
の
陳
述
繚
に
照
し
典
證
煅
充
分
な
y
 

.

,

と
雖
も
煺
發
物
*取
締
規
則
笫
六
條
は
注
’文
を
爲
し
た
る
も
の
を
剖
す 

る
に
止

ま
w

:t
l
:ハ
豫
備
の
行
炕
を
罰
す
る
の
明
文
な
し
何
し
て
木
件
被 

也
等
は
煺
發
物
の
法
文
卽
ち
典
资
渡
方
の
掛
合
を
爲
し
た
り
と
認
む 

'■
i

き
相
形
上
‘の
證
憑
筘
分
な
ら
ず
3

て
治
罪
法
笫
三
打
ル
十
八
條
に 

.

照
し
务
無E

と
し
放
免
す
る
も
の
な
リ

.
丨
仉
思
极
嵌
猎
の
家
宅
に
於
て
押
收
せ
る
洪
简
ニ
她
は
辰
犹
へ
、
大 

.

.
〈

.
'
'
:
^
m
G

の
M

电
fe

狎
眈#

.

る
#

籍
ロ
錄
、.

本
協
#

劍
立
虫
意
喪
、：

一

^
 

.

E
 

-
.

葉
は
モ
リ
ソ
•
ンへ各之を還附す、

:.
'ハ
へ：.
'.,
:
'<:  

ノ
布
檢
取
川
淵
馓
起
立#
货
街
す
'
,:
'

';
'
'
:
*-
彳

-V
:

'/
'

:
-.
:
■•
-
: 

- 

:
''

..:量

:/
:
:マ
山
：
.

_

'■

判
決
は
ー1
日
:(
0
.午
前
、
出
獄
は
同
日
午
後
ニ
時
、
*

に
挪
橋
柳
光
亭
の：
'
:. 

同
志
の
出
獄
龊
質
會
に
臨
ん
だ。
：
.-
:

:

:

.

,.,
:

'

>

:

-

'

v 

'辰
猪
は
、\
福

澤

先

生

：
の

褻

に

入

：
つ

て

5

來
ク
學
事
に.刻

苦

麗

、
：
す
で.
-. 

に
英
國
留
學
中
に
も
儺
康
を
害
し
：て
^'

た
.程
ヤ
、
；强
壯
と
は
云
え'な

か

：
：
つ
.：

_ 

た
0
:そ

れ

が

嚴

冬

を

通

じ

华

年

の

入

獄

：
で
，

,:
&

っ
た
の
.免
六
千
日
妒
病
檻
宁 

い
た
、
：
そ5

>
づ

風

で

出

馨
.|
#

の

勞
:%

相
歡
甚
ん
か
っ
だ
ろ3
,に
、
.
無 

.罪

放

免

に

就

て

、
の

禮

.廻
り
.に
も
少
年
.の
i

氏
に
手
傳
せ'る

ほ

：
ゼ

で

家

人

. 

と

も

落

着

い
.て

話

す

と

い

う

暇

本

な

く

^

六
月
ー
ニ

 

I

日
ゲ
1

U
、ツ
ク
：號
で
へ 

大
而
と
共
に
渡
米0
逯
に
上
づ
：て
：了
っ
た
。'六
月1

ニ

日

の

：
：
日

記

へ

に

は

、

• 

「

五
時
起
康
、
數
種
の
廣-^
を
な
す
。.
.十
時
；

(

九
時
？〉

牛
ゲ
I

リ
ッ
ク
. 

號
に
至
る
：、
友
人
等
は
予
が
此
船
に
_

る
\

に

室

衣

べ

：
き

か

上

％

配

し

た

':
.
'
'
. 

る

凼

な

り-0
&

味g

十

時i

扭

帆

才u-
j
と
：
あ

：る

。
'

「

斯

う

い

ふ

辱
、
;;
,

.
- 

露
は
大
汩
历
と
共
に
米
國
ぺ
向
や
て
了
ま
づ
た
め
で
ー
あ
る

^
-犬

石

氏

め'.
.
. 

方
は
鬼
に
角
、
辰
’絡
の
方
は
も
う
少
し
日
本
で
保
義
し
て
行
っ
た
方
が
ょ 

か
っ
，た
こ
と
は
誰
に
も
分
つ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
に
、
何 

う
1
て
斯
う
忙
だ
し
く
、
海
外
へ
尖
っ
て
了
っ
た
の
で
あ
ら
う

o

，辰

猪

は 

面

に

友

^
:
を

持

っ

：
て

居

た

。
：
ざ

ず

如

^,
遺
外
龙
邊
に
爾
聯
潘
が
知
っ

「

：
：
'
:
.
: 

た
か
も
知
れ
ぬ
。
；：成
ば
辰
激
ば
出
獄

:^

て
%

j
y£
安
心
：

の
：.

な

ち

：ぬ

事

情

が

::
'
:
' 

っ
て
、
そ
れ
が
知
り
得
ら
れ
た
の
で
、
蝨
い
で
日
本
を
離
れ
太
の
，
か
も
知
；

报
圾
M
稍

小

傅(

下) 

,

、

れg

と
思
は
机
る.0 

'
何
.に
：
し
：
：
て

も

辰

猪

に

L-

て
日
本
に
留
づ
て
居
て> 
靜 

へ
，
に
養
生
し
だ
の
で
あ
つ
だ
ら
、
.
も
ぅ
少
し
：は
命
を
延
ば
し
得
た
か
と
思
は
. 

/ 
れ
!

^
■■

と
.述
懷
し
：て
い
る,°
:
:'
;
:ソ

;-
'

.「
:-
'
:
へ 

:
•,
:

;
辰

猪

等

陳̂

^

ー̂

年
六
月
ザ
ー
七

&

午
後
ニ
時
桑
港
に
上
陸
し
た
ら
：
 

て
.'
-
し
い
0
_七
、
八
月
£

父
、
、
英
文.で
日
本
武
器
：の
考
證
を
書
き
始
め
た
ら
し 

.'■

い
が
、,
<
月
の
乗
頃
に
は
健
康
の
衰
を
訴
え
て
い
る
と
い
}

?

1

1月
五 

'
日
、.
オ
、

ク
.ラ
シ
ド
で
、
：.日
本
武
器
.に
.關
し
、
.
^
.fe

日
本
の
政
況
に
關
し
、
 

ノ 

：.て
講
演
を
行
>0
:た
が
、.,
.こ
れ
ぼ
失
敗
で
あ‘つ
た
の
.で
、
東
部
へ
行
く
こ
と 

' 

.に
決
心
し
て'-
1!
-

月
ー'1
:

:
白

^

紐

育

忙

着

い

た

ヴ
 

け
る
辰
猪
の
仕
事#
、
.
新
聞
に
：日
宋
政
況
の
現
實
暴
露
を
な
さ
ん
と
す
:?
>

_
.:

運
動
を
開
始
し
た.の
ど
ト
ぬ
著•

『

.日
本
文(

典』

：

(

を
修
補
し
て
'
偏
敦
の
ッ 

.

^
ブ
チ
.广
商
會
.へ
遠
つ.た
£'
と
充
け
で
あ&

.;
'
'
.
:
:
'
' 

'

へ
，
,'
:
:パ 

」

'■
.
明
治
1

5
座

C
l

A
八
七
®:
の」

ー
月
に
な
る
.
'^
彼
は
自
分
め
講
演
に 

V'
就
て
.「

ウ
ォ
1
.ル
ド」

.:「

タ
：リ
ビ.;
ユ
ウ
ン̂

1紙
に
廣
哲
、
ー1四
日
に
：は
、

•

ア
メ
リ
カ
ン
-
.イ
ン
ス
テ
ィ
テ
：

ト
に
て
講
演
、
膨
衆
ニ
五
0

名
で
大
成 

'

功
^:

收
め
、
：1:ー
/%

日
ブ
ィ
ラ
デ
沐
フ
ィ
ヤ
に
表
つ
た
0

:,
-

r

 

.

.
•と
と
.ろ
が
、
三
月
八
日
、

へ
ン
リ•

ウ
ォ
.ド

•

ビ
.イ
チ
ャ
ア
の
死
の
報 

•

に
接
し
て
、一

.o

日
に
，は
紙
育
に
歸
り
、
ビ
ィ
チ
ャ
ア
夫
人
に
吊
狀
を
‘：送 

り
、

一
一
日
に
は
、
敎#.
に
赴
い
て
そ
の
遺
骸
に
街
別
し
て
、
齓
日
フ
ィ 

':
:
■ラ
^

ル
：フ'イ
.

f

 

に 
i

v
た
。：：

11

一：月 j
'

七
日
^̂

■
通
し
、
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
の
飜
P

表
.で
あ
る
ナ
タ
ン
•

ハ
ス
ケ
ル
•
ド
オ 

•

ル
に
會
つ
.て
い
る
が
、
こ
の
以
後.辰
紹
は
一’
、
ゴM

自
B

の
英
文
を
ド
ォ 

’

:

.

. 
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n
iil
l

學
脅
雜
誌
笫
四
十
五
卷
笫
八
號

ル
に
浍
っ
て
見
て
實
っ
て
い
る
。
米
國
の
詩
人
ホ
イ
ッ
ト
マ
レ
も
馬
場
の 

英
語
は
達
港
で
あ
る
と
賞
め
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
は
右
の 

ょ
う
な
苦
心
が
拂
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

.

こ
の
年
の
う
ち
に
、
彼
は
フ
ィ
ラ
デ
.
ル
フ
ィ
ヤ
、
ワ
シ
ン
小
ゾ
、
ア
ト 

ラ
ン
テ
ィ
ク
シ
テ
ィ
等
で
演
説
を
行
っ
て
、
成
功
を
收
め
て
い
，る
。

ま
た
、
六
月一 1.

九
日
に
は
、.
.ホ
.ヮ
ィ
ト

•

ハ

ウ

ス

に

時

，
の

'^
:
統

領

ク

リ
.

-
ブ
ラ
ン
ド
に
も
會
つ
ズ
い
る
^
プ
ニ
月
に
は
，
有
名
年
へ
ン
ヴ
.
1、

ジ 

3
.ウ
ジ
.に
も
面
會
し
て

.，J

■
る 

彼
が
米
國
で
取
し
た
日
本
監
獄
の
改
莨
に
關
す
る
論
文
は

「

イ
ヴu 

y 

:れ
.'
,
ス
'タ
.丨」

、
.

「

イ
ヴ
ニ
：
.
ゾ

グ

，
：
テ

レ

グ

；
ラ

ム

」

に

、
,
日

本

め

民

断

蓮

動 

に
關
す
る
論
文
は

「

ボ
ス
ト
ン*

デ
ィ
リ
イ
•
ア
ド
バ
ア
タ
イ
ザ
ア

」

に

揭
載
さ
れ
た
。
' 

' 

-

•

孤
蝶
灰
に
ょ
る
と「

日
本
の
政
況」

と
い
う
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ 

.り
、.そ
の
表
紙
及p

扉
に
は
.口
彳
マ
；竿

で『

賴
む
と
と
ろ
は 

目
ざ
す
敵
.は
暴
虐
政̂

」

と
入
れ
て
あ
る
が
、.
.こ
.の
草
稿
も
こ
の
年
に
は
.：
 

出
來
て
_い

於

ら

し

：
い

'0
, 

. 

.

V

明

治i1
I

年
，C

J
A

八
A

屯)

は
'

辰

猪̂

ど
：っ
て
は
不
幸
な
年
と
な
广 

っ
た
。#

は
前
年
か
ら
次
荀
に
％
膛
の
衰
锧
女
ま
し
.飞

い

，
て

、

(

：
講

演

の

際
 

の
：資
敉
私
携
行
七
た
鎧
を
寶
づ
で
療
養
の
廣
に
あ
ザ
ぶ
乃

-̂
^

た
^

し
い
：
；
.'
■■ 

程
で(

--
-
ま
歸
國
の
、心%,
動
い
た
らP

い
が
、
、̂
#
：の

髮

末

廣

重
_

は
：
へ 

へ

こ

霉

五

月
'「

：21
1

矿

附

に

：
て

、

.
辰
猪
の
言
論
は0
本
政
府
の
鑛
だ
惡
む
所-: 

.
で
.あ
.る
か
ら
、
：.歸
國
.位
危
險
で
.あ
る
S
,寧
ろ
方
お
.一
，
兩

年

滞

米

ホ

：
る

方

.が

.
一

.八

.:
'
'';
;
.，.ぐ

.;

.

.

> 

{
女
务
で
あ
る
と
电
浍.つ
：'て
.，い

(

奶
？

で
あ
っ
た
。
.
. 

. 

'

:

辰
猪
は
、
：£

の
年
芄
另
に
”「

悔
悟」

i

:
題
す
る
物
越̂

^

,

こ
れ
を.「

ス
タ
リ
ブ.
ナ
ァ•

マ.
ガ

ジX
.」

へ
へ.遂.
つ
て
い.
る
。
-.
T
o

月
に
は 

■:
-
'
'
前

年

か

ら

ボ
»]
:
-
レ

た- -
1

裏

：の
政
況1
が

如

蓉
0
ニ
が;>
:.
馬
場
の
生
命
も：. 

終

り

に

近

づ

：い

て

0

た
。

:
■

■:
'
:
.艮
猪
が
；'
來
國
に
於
て
發
表
し
た
主
要
論
文
は
、
日
本
の
監
獄
の
制
度

. 

に
關
す
る-%
-
の
と
日
本
の
政
治
に
關
す
る
.も
の
で
あ
る
。

「

ィ
ヴ
ム
ン.グ
• 

« 

ス
タ
ー」

：
：に.掲
げ
ら
れ
た̂-「

日
本
監
獄
論

」

：と
、
英
文
パ
ゾ
フ
レ
ッ
ト 

■'
,「

日
本
の
政
況.

1

.'.

は
安
永
梧
郞
著

T

馬
場
辰
猪」

、に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
、

い
る
。H

®

義g

法
學
部
敎
授
ボ
塚
豐
氏
の
談
に

ょ

れ

ば
'5
場
辰
猪」

. 

に
載
せi

れ
た
日
本
監
獄
論
は
、
.'
ほ
：气

.そ
の
全
文
が
譯
さ
れ
て

い

る

と
 

い
ぅ
。
日
記
の
ぅ
ち
に
も
ぐ

「

予
の
諸
稿
を
智
自
傳
中
に
取
9
纏
む」

.ハ
1
_

八
八
七
哔一

r

月
一

‘七
日)

：:i

あ
る
：の
で
：
英
文
自
傳
中
に
は
、
彼
が
米 

:
國
に
於
て
な
し
た
講
演
や
寄
麈
論
文
.の
內
容
は
傳
え
ら
れ
て
い
る
ら
し.い
. 

が
、/
本
稿
友
了
る
ま
で
.ゆ
筆
者
は
そ
れ
に
接
し
得
な
か

つ

た

。

.
;-

ー：い
.ま',
ぞ
の
詳
細
を
と.乂
も
述
べ
?>
.餘
裕
は
な
；い
が
、
.

「

日
本
監
獄
論

」

は
、
彼
が
：入
隊
に
體
驗
せ
る
種
々
な
る
.不
都

4

ロ
、
：例..
へ
：ば
不
充
分
な
る 

瑪
©
に

恶
:<

逮
捕
、
豫
審
の.
遷
延
、i

舍
の.
不
潔
、：
：囚
人
取
扱
の
冷
酷
、 

政
治
上
の.
犯
罪
A

破
廉
耻
罪
と
：の
無
差
別
等
を
暴
露
し
、
封
建
的
な
監
獄 

::魔

を

霍

：土
沾
も.
の
：
で

あ

り

、

：
「

日

本

办

政

況|---
.̂

雑
新
以
來
政
治 

f

變
化
を
璐
溆
し.
、..
政
府
ぶ.
、
言«
:

集
會
、
，满

社
-0
自
由
を
泖
壓
し
て.

ざ
ゲ
べ
か
如
ず
^

自

电

を

禮

ぶ

議

政

府

^-
如

き

は

广

汨

本

現

政

府

に

词

:. 

情
ず
る
要
は
な
い
の.：
で

あ

る

と

述

べ

:"

立

震

治

の

：確

立

、

出

|

::
<
0撿
- 

閱
並
新
聞
條
例
及
集
會
條
例
の
臌
出
、
.
日
歡
條
約
の
改3E
の
必
耍
を
辦
戈 

た
の
で
あ
る
。
.‘ 

， 

..

.:

彼

が
米
國
に
於
て
、
：
か
乂
る
£

幕

暴

露

涂

や

つ

；た

こ

と

：
は

(

勿

論

"
；日 

本
政
府
の
忌
避
に
觸
れ
て
V
たQ

で
、
前
記
の
宋
廣€»
:
滯
米
勸
吿
ムも

.^

.

.
っ
た
の
で
あ
る
が
、
：彼
の
そ
の
目
的
は
.言
論
自
由
の
國
に
於
て
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「

本

國

に 

激

し

てtt
_

^

^

w

&if
L

P

P

r

M-'
-
uv
^

:

l

s

^
{D
#

if
-
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^

b

(

外

に

對

し

て

は

國

光

の

，
宣

揚

を

.&

,+

る
外
他
意
な
か
つ'た
の
で
あ
る0 

臥
が
こ
.の
論
文
の
梗i£
を
見
て
®

^

る
こ
：と
.は

、
...
灌

留

學

中

、

(

彼
が
. 

訴
え
•た

と

ご

み

は

、

政

歎

態

ゆ

と

も

あ

れ

？
.
'
ま

づ

日

本

の
 

.
際

[H
i
に
，お
け
る
平
等
的
關
係
の
馨
で
あ
つ
^
'
今
や
彼
が
来
國
で
論
じ 

且
つ
蓼
衆
し
た
と
と
：は
、
.
一.
歩
を
進
め
て
民
主
國
家
と
し
；て
の
日
本
の
確 

立
で
あ
る
と
1ぃ
_ぅ
こ
■̂

で
あ
る
。
，.彼
の
：傲
想
は
九
年
間
に73
'
1-2

>
.
-
運

動

を

通
 

じ
て
ょ
り
尖
銳
に
な
り
つ
乂
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
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搞
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；
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:韶
を
通
じ
そ
見
た
馬
揚
臊
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日
記
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.じ
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見
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-
坭
揚
胶
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V

.
;辰
猪
の
健
康
は
、
？
明

發.2;
年
春
項
.か
ら
著
しV

衰
え
て
、
' 
演
說
の
音
- 

聲
な
ど
%■
か
ず
れ
て
^ ；

し

：ざ

を

覺

え

た
0
渡
米
後
親
交
の
あ
つ
た
ド
ク
ト 

ル
•
：
ブ

ラ

。イ

ア

.
>
氏

は

肺

結

核

の

症

狀

現

然

た

る
 

ゾ

： .：

相

ゥ

ォ

ー
:於

飞

；ガ
ー
ッ

.ブ

山

へ

轉

地

す

：
べ
：
く

掘

め

龙

が

、
，
辰

满

は

、

ニ
>

ブ
 

.

ジ

ャ.h]'
.i>
<
-r'
#l
Q
r:
.ト

ラ'
;ゾ
.テ

ィ

ク

：
.‘
：̂

ア

ネ.を

徵

ん

で.六

，

か

ら

八

月
. 

:̂
'
'で
其
處
^

移
0:
:

、
0:

ぢ
フ
ー
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
尤
に
，

つ
た

0

-'.
さ
ら
に
マ
、
，
 

丰
ヶ
阶
轉
地
じ
て
病
电
養
つ
龙
が
、
®

ば
昂
進
の
：

r

途
を
迪
り
、
九
月 

中
旬
、

フ
1
1フ
1
}
<ル

フ

：
ィ

ヤ

大

學

病

院

に

入

り

ー

〇

月

 

一
一.一
-*
日

病

全

く

革
 

ま

り

、.'-'
ー.ニ
'月
.
1日

、'
親

友

ブ

：
方

ィ

ア

：
ゾ

 

林
民 

)

雄
^

岩
崎
久
彌
氏
等
に
看
識
ら
れ-
づ̂
、
.

1

一

1

九

年

の

生

涯

を

異

境

.の
空
一
に 

、
終

え

た0-:

■

:

a

え
で
、.
同
年
一'1,

一
月
：
ニ
ー

一

日

、

芝

增

上
'

#
に
於
て
遺
髮
葬
送
式
が
、
：

:

.
/盛
大
に
行
わ
れ
た0
會
す
る
も
の
福
澤
墜5

小

幡

髮

郞

、
.
小

泉

信

吉
 

■'
'.
等
慶
應
義
塾
出
身
者
數
十
名
妃
初
め
同
鄕
め
名
士
谷
午
城
、，：
佐
々
木
高
行 

を
初
め
谷
界
知
名
の
士
數
百
洛
と
報
ぜ
ら
れ
た
。

/

露

讓

：
W

辰
猪
は
、
不
幸
に
し
て
志
キ
ば
に
長
逝
し
た
の
で
あ
る
が
.、
そ
の
操
守
に

一、
：
へ

.

.'

.

.，
ぐ
,

..
.

〈

.:
:

:

:

.

.
.
.

六

七

■■
■■

(

五
'七
：七 
V
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に

へ

.广
等
バ
パ

「

、
，
べ
パ'.
.
;:
/
.

■於

て
a*

時
稀
に
'見
る
政
赴
家
で
あ
う̂
.

'我
が
國
人
©
.習
と
：し.ズ

淸

濁

併

.
ひ 

せ
呑
む
を
以
て
犬
政
治
家
た
る
資
質
の
一
と
し
、
必
ず
し
も
操
守
の
堅
否 

k

問
わ
な
い
風.が
あ
る
。
か
-< 

る

點

か

ら
.^

x-
ば
辰
猪
は
あ
る
い
は
大
政 

治
家
た
る
の
資
机
に
缺
け
た
か
も
知
れ
ぬ
。

-
し
か
し
、
中
江
洮
民
も
そ
の 

『

兆
民
文
®

め

「
馬
場
辰
猪
君」

な
る
追
悼
の
中
文
で
述
べ
て
い
る
ょ
ぅ
, 

に
-、
日
常
の
私
行
に
於
て
も
課
嚴
で

I

滴
の
酒
も
飮
ま
介
か
っ
た
と
い
わ 

れ
て
い
る
。
ま
た
彼

は

終

生

歡

と

，ら

な

か

っ

た

が

醜

行

が

傅

え

ら

れ

て

い
 

な
い
9
こ
れ
は
當
_

の
政
治
家
と
し
て
は
極
め
て
珍
ら
し
い
.こ
と
で
あ
る
。
，

と
し
て
麋
民
解
放
運
動
に
捧
げ
た
.
の
で
あ
るQ 
‘こ
れ
ら
ぽ
比
類
な: ^

窩
思 

と
瑯
智
が
な
け
れ
ば
出
來
な
い
こ
と
で
あ
る
(°
さ
れ
ば•
彼
の
，
恩

師

福

澤

先 

..
生
於
ふ1

•

に
#

を.
置
次.

る
ふ
能
ぬ
寒
る.
所.
の
ず
^
：
其 

品
格
が
氣
尙
な
る̂

^

、(

：學_

觀
の
書
：&

み

百

物

の

：理

令

講

ず

:«
リ 

も
平

生

，
一
片
の•
氣
品
な
き
者
は
遂
に
賤
丈
夫
た
る
を
免
れ
ず
、
君
の
如
き 

が

知

隊

に

兼

て

其

^

^

の

眞

廊

目

令

得

た

本

廣

雀

名

决

可

カ 

ハ
レ
ー
と
絕
讚
し
、
そ
の
早
世
を
惜
ん
で
居
る
が
、
福
澤
先
生
は
、
彼
に
お
い 

て
自
分
の
甜
想
の
弟
子
の

」

人
を
迅
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
カ
ぅ
か
。

馬
場
を
力
く
あ
ら
せ
た
力
の
一
は
福
澤
先
生
の
人
格
で
あ
り
、

一
は
英
吉 

利
上
中
流
階
級
の.牌
會
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
‘は
彼
の
天
性
が
あ
っ
た
の 

で
あ
る
。

.

彼
の
.思
想
、
學
間
を
職
游
っ
け
る
こ
ど
は
微
力
の
私

..に
は
で
含
なM
が

、 

馏
單
に
私
觅
を
述
べ
る
と
、
丨
哲
曷
的
に
は

f

物
論
者
ら
し
く
、
功
利
主
義

讀」

鐵
.I

一
遇

親

響

義

靡
1

政
,

_

通
選
擧
_

る

立

霞

磐

零

费

一0

層
土
^

_

ぺ
_

_

ゎ

薇
^

^

響

贫

あ

ラ
^

古
い
^

る

ち̂
思

_

€

被
_

■

福

し
'た
蹬
囉
に
ま
で
組
立
て
る
こ
，と
は
政
治
家
と
レ
て
の
，彼
の
よ
く
す
石
と 

こ
ろ
で
は
な
か
つ
た
が
、
社
#

進
化
論
の
上
に
_
凼
生
義
を
理
論
づ
け
よ 

うとしたのがであると

.考

え.て

い

る

。

こ

う

一

巧

う

思

想

胺

系

.

往

恶

變
f

 

W

M'm

擧
^

^
果

で

あ

ん^
彼

ぬ

政

治

學

的

^

^

は

夕 

::

當

時

办

浪

間

政

還

：と

し

^

は
中
江
兆
民
、
：
.小
野
梓
::
:
'田
ロ
训
啬
、
'
葡
 

守
一
と
共
に
他
の
追
随
を
鼾
さ
な
い
高
さ
に
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る

。

.

し
か
し
私
は
、
-

彼
’の
學
識
よ
り
も
彼
の
雄
辯
よ
り
も
、
人
格
の
點
に
於 

ー
へ
て
亦
彼-

^
治
寸
年
代
ぬ
权
^
本
眞
の
节
曲
路
權
主
雲
と
ん
て
尊
敬
す 

る
も
の
で
あ
り
、
そ
め
人
と
な
り•を
後
世
に
傳
ぇ
た
い
と
思
う
。
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S
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n

の
名
は
、

計
a

經
濟
學
の
過 

尖
及
び
現
在
に
百
一
っ
て
深
い
っ
な
が
り
を
も
っ
。

1

濟
理
論
を

現

實

に

使• 

M5

可
能
な
も
の•と
す
る
爲
に
は
如
何
い
ぅ
こ
と
に
法
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い

’ 

か
、
又
ど
の
機
に
し
て
處
理
す
れ
ば
ょ
い
，か
を
同

c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
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す
る
十
餘
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が
砠
双
し
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办
た
現
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に
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瓜
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